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イェール大学のホール（John W. Hall）やプリンストン大学のジャンセン（Marius B. Jansen）
たちがよく知られており、ジャンセン編の Changing Japanese Attitudes toward Modernization 
















が典型的な例であろう。ゴードンの Labor and Imperial Democracy in Prewar Japan（University 
of California Press, 1991）や、ギャロンのMolding Japanese Minds: The State in Everyday Life（Princeton 













た。この学位論文をもとにした最初の単行著作がWar and National Reinvention: Japan in the 
















ミリアム・キングズバーグ（Miriam Kingsberg）の Moral Nation: Modern Japan and Narcotics 
in Global History（University of California Press, 2013）は、20世紀の覚醒剤問題を扱っている。
日本が、世界の覚醒剤中毒の基準設定に大きな貢献を果たしてきたという主張だが、グ
ローバルな観点を持つ日本研究の典型例ではないかと私は考えている。
　マーク・メッツラー（Mark Metzler）の Capital as Will and Imagination: Schumpeter’s Guide to 




　また、ラン・ツヴィゲンバーグ（Ran Zwigenberg）はHiroshima and the Rise of Global Memory 









研究には､ 第 2次世界大戦の原点として第 1次世界大戦を見る、という視点をとるもの
が主流だった。その代表とも言えるのは､今や古典となっているフリッツ・フィッシャー





の原点でもある､ という主張もされてきた。チャールズ・メイヤー（Charles Maier）の 
Recasting Bourgeois Europe: Stabilization in France, Germany, and Italy in the Decade after World War I





　これについては、すでに数年前に上梓したWorld War I and the Triumph of a New Japan, 
1919–1930（Cambridge University Press, 2013）で詳しく論じた。周知のように、第 1次大戦
ののち日本は産業国家として繁栄し、さらに世界の大国ともなった。大国と認められる
に至った理由についてはあまり知られてはいないが、大戦中、日本はイギリス、フラン
ス、アメリカ等、同盟国のために大きな貢献を果たしたためだった。具体的には、日本
海軍は、地中海でドイツの潜水艦と戦い、太平洋ではドイツ海軍を追い払い、またロシ
アに向けては多くの武器を送っていたのである。こういう背景があったからこそ、大戦
後に日本は五大国の一員となったのだった。
　これが契機となり大戦直後から 1920年代の日本も、大戦前よりもずっと大きな役割
を世界の舞台で果たすこととなった。パリ講和会議での五大国の一員としての活躍、国
際連盟での加盟国になったこと等々である。アメリカがまだ国際連盟に加わることが出
来ない中で、日本は加盟国になるに止まらず常任理事国にも名を連ねた、というのは大
変意義深いことである。続くワシントン会議でも、ロンドン会議でも、世界の大国とし
て日本は重きをなした。第 1次世界大戦を日本との関係で見直してみるならば、その新
たな意義が浮かび上がってくるであろう。第 1次大戦を第 2次大戦の原点ととらえるだ
けでは決して見えてこない世界史の真実である。
結びにかえて
　前述のように日文研発足時は、日本人論が隆盛の時代でもあった。その世相は日文
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日文研と私
研の推進した共同研究のテーマにも如実に現れていた。1980年代は、日本を語るとき、
学問の世界においても日本の uniquenessを語る傾向が強かったのである。しかし、30年
を経た今日、日本の uniquenessを語るだけでは世界では通じない。世界に向けては、今
の世界を知るためには日本の歴史を知る必要がある、というスタンスをとることが必要
なのである。
　20世紀は西洋の上昇の物語、とされる。しかし、先に見たように第 1次大戦時とそ
の後の 1920年代の日本の活躍があったからこそ、第 1次大戦後の世界のシステムが構
築されたことが分かる。近代日本の歴史に目を向けることで、これまでの西洋の上昇と
いう物語がもっとグローバルな物語へと展開していくのである。また 21世紀はアジア
の時代であると言われる。そこには大国としての中国の上昇の物語があるが、20世紀
からの連続を視野に入れるとき、近代日本の果たした役割が大きいこともまた看過でき
ないことは言うまでもない。
